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■主要諸元

季毛壬孝:==

最短縮種

千ブームtORX輌船訣】

87m‐ブーム               180X30(8)

13m ブーム               120X 40(8)

59田ブーム               90X40(4)

204m ブーム               70X 510(4)

250ロブーム               50X 50(4

ジブto8X負侵1撤) 55mジヲ                 
・
20X70
°
(い

補助シーフtoR(掛致)

最大作業半径脂

つり上げ能力

主ブ=ム tonX冊 874X 227

ジブ   tonXm
・
025X 283

主ブーム長さ       m 87～258

ジブ長さ         岡

最大地上揚程
主フック   m

ジフ補フック 岡

主巷上日―フ速度高田低速 m /m in 98/38(4層目)

補巷上国―ブ速度高速悔速 m /m in 85/31(2層自)

ブ=ム伸長速度   sec(m ) 80(183)

ブ=ム上げ速度   sec (反) 33(- 8
・～80
〔
)

旋回速度    甫n
」
|「orr 24512451

後端旋回半径      脚

多 郵
主ブィム型式 箱型5段(2・3段目同時、4・5段目同時等長伸縮式

登坂能力       tanθ

最大トルク  N!打輸舟
・
ス:11鞘f3郁

車軸型式 前輪/後輪

ステフリングモード

水冷4サイクレ8気筒直接噴射式、ターボ付き    |

138/2‐38111185/2,8001

588/11800 158 0/1.81101

輪駆動(4X 2)/4輪駆動(4X 4)切換式

トサルコン 一ヽ夕型式 3要素1段2相(自動Elックアッフ機幅付さ)

トランスミッション

全浮動式1全浮動式

ステアリング型式 全油屋式!やワーステフリング饉ステ補正装置Ⅲき、リヤステアリング8ッタ寸き,  1

エア方―バAイドロリック式ディスク式4輪制御

(トルコンロックアップ運動排気ブレーキ付き)

4(ノーマレアクラ功クラン功リヤ)

非常用ステアリング装置、リヤステオートロツタサスペンションロッ|

ク装置、エンジンオ ll ラン警報装置、売ツク&セイフアモ二十

補助シーブ型式 T ム先端取付け(

ジブ型式

ネ
横抱き格納/下方張り出しツイストジブ/圧縮トラス1段/

3段(5
°'17
°130
°
)傾斜式

ブ=ム伸縮装置

ブー連 伏装置(起伏角度)

油圧シリン兜本・ワイヤロー功幣用式

油圧シリンダ2本直押式(- 3
・～80
°
)

巻上装置 油圧モータ基駆動、平歯車減速式(自由降下装置[自動ブレ
ーキ付さ)

旋回装置 油圧モータ駆動、遊星歯車減速式(ネガフレ
ーキ付き)

アウトリガ
式型 全油圧式H型

張出幅   岡 51/42/3,2/

= == = ■= 圭 多

主巷上ロープ     mttX 岡 ゆ14X 135、IW 日0 8X Fi(23)P/o 指定種

補巻上回―プ     剛X岡 少14X 85,IW 日0 8X F i(29),る指定種

油圧ポンブ型式 2運可変容量ピストン+ 3連ギヤ

標準

過負荷防止装置、過巷防止装置作動範囲制御装置(旋回範

囲帝」御機能付き)、アウトリガ張出幅自動検出装置チエツク

&セイフティモニター、作業用補助ブレ
ーキ、玉掛ワイヤー外

れ止め、油圧安全弁、ブーム伸縮順序誤動作防止装置、アウ

トリガ保安装置、ブーム起伏保安装置、ブーム伸縮保安装置、

フリーフォ司けインタロック装置、乗降遍断式助〔
一ロック、

アンチスリップシート、旋回警告灯

フック巻切り上方格納式)

長全 31140

キャリア全長       m冊 8 8411

幅全 21200

全高 3.140

六イ判レベT ス     mm

トレッド 前輪/後輪 11810/1 B18

■聴醐叫緩 圭:孝:== モ率
全重塁         k8 13,155(

ホ
191385)

前軸重 31270(
'
915110)

後軸重 9,885(
'
31885)

孝 棄妻= 義≧
名

承印のつしヽた数値、内容|よジブ付仕様機のもの軌 その他十まジブの付/無にわ坊均らす共通軌

単位は国際単位系の勧単位表示で| 1内は従来表示で帆
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■定格総荷重表

●主ブーム/アウトリガ使用時

●主ブーム/アウトリガ不使用時 (オンタイヤ作業時)

介

浴

単位 (トン)

単位 (トン)

7 , トリガ 最大(511市)張監俊月) アウトリガ1中癒(4翌市巌題(側方) アウトリガ:中闘(312m )摂出(側ち) アウトリガ 最小坂出鱒l方)

め :ま7 1113 ■■19轟 !せ510 11 13 20,4 1笛 i8 6,7 l! 3 15 !3 20 4 28 8 i1 3 15 9 211t4 25 10斃
18 00 12 00 3 00 7 00 18 00 12 00 3 110 7 00 18 00 12 00 9 011 7 00 7 75 7 80 7 811 2 5

18 00 12 00 9 00 7 00 18 00 12 08 9 00 7 00 13 00 i2 00 9 00 7 00 5 55 5 80 5 80 10 3 0

3 5 14 00 12 110 9 00 7 00 5 00 14 00 12 00 9 00 7 00 5 00 10 00 10 00 9 00 7 00 5 00 4 20 4 30 4 25 4 70

4 0 12 50 12 00 3 00 7 011 5 00 12 50 12 00 3 011 7 00 5 00 7 70 7 00 7 80 7 00 5 110 3 30 3 40 3 35 3 811 4 0

l1 50 1l 10 8 50 7 00 5 00 l1 20 10 55 8 30 7 00 5 00 5 40 8 20 8 111 8 45 5 00 2 85 2 70 2 70 3 10 4 5

10 25 8 05 7 110 5 110 9 15 7 85 7 00 5 00 5 18 5 00 5 30 5 00 2 20 巳25 2 85 5 0

9 48 7 60 8 80 4 75 7 75 8 95 8 55 4 75 4 30 4 80 4 50 4 70 1 80 10 2 25 5 5

8 55 7 15 8 20 4 55 6 55 8 30 4 55 3 80 3 80 3 85 4 05 1 50 1 55 8 0

7 70 6 70 5 88 4 35 5 65 5 80 7 0 4 35 3 10 3 10 3 35 3 55 1 25 6 5

6 85 6 20 S 50 4 15 4 90 4 95 4 15 8 70 2 70 2 95 3 10 7 0

7 5 6 00 5 70 5 15 3 90 4 30 4 40 3 35 2 40 2 35 2 60 2 80 0 05 0 85 15 7 5

5 30 5 20 4 85 3 70 3 811 3 85 3 70 2 10 2 85 2 30 2 50 0 78 l1 70 l1 95 10

4 25 4 25 4 30 3 05 3 10 3 311 1 85 1 80 1 85 2 00 0 45 0 70 0 85

10 0 3 50 3 75 3 00 2 50 2 90 1 25 1 50 0 30

(3 5m )

0 50 0 85

11 0 8 00 3 20 2 70 2 05 2 50 l l10 1 20 0 23 0 50 l1 0

18 0 2 45 2 75 2 50 2 15 0 00 1 00 1 15 12 11

2 05 e 35 8 30 l B5 0 83 0 80 0 95 13 0

1 85

(13 8m )

2 05 l 1 60 0 511

(13 8m )

0 85 0 00 14 0

1 75 ｍ 1 40 0 55 l1 65 15 0

1 50 1 70 i 20 0 40 0 55 16 0

1 32 0 00 1 00 0 45 17 0

i 15 1 30 0 85 O B5 0 35 18 0

1 15 l 15 0 60

(18 1m )

0 70 13 0

20 0 付8 1m ) 1 08 20 0

21 0 0 90 21 0

82 0 0 80 0 40 22 0

24 0 0 74

(22 7m )

0 35

(22 7m )

84 0

26 0

28 0 28 0

30 0 311 0

尋小ブーム白富 0
°
0
°
0
6
0
°

O
t
0
(
O
b
0
・
げ 0

°
0
°
O
b

37
・
0
・
0
・

52
°
57
・
最小ブーム角反

オンタイヤ定遷勢 インタイヤ薄づ |り=(酌プゎ以弔:

全| 1局 前||‐|万 登 ||||1目 前 |■舟

!= | i5t9 : 2014
３ 1113 15 19 2814 1■3 ‐r5‐9 ,128 4 i■3

!
1519 2014つ

4 40 4 50 4 85 9 50 9 50 8 50 6 50 4 3b 4 45 3 00 7 00 7 20 8 50 s r」0

3 50 3 85 3 70 8 30 8 30 8 30 8 511 3 30 3 80 3 00 8 i5 8 30 5 75 6 00 3 5

2 80 2 90 3 09 7 30 7 30 7 30 6 50 2 80 2 85 3 00 5 40 5 80 5 00 5 80 4 0

2 20 巳40 2 45 75 8 80 6 40 6 80 8 50 2 111 2 30 2 50 4 75 4 70 4 15 4 80 4 5

2 00 5 45 5 85 5 35 2 10 3 98 3 50 4 10

4 60 4 711 4 45 3 30 3 011 3 50

3 95 4 00 3 00 2 80 8 65 3 00

1 10 3 40 3 50 3 80 1 10 2 40 3 30 2 80

7 0 O B5 0 80 3 011 3 011 3 25 0 00 干0 2 10 2 00 2 30

7 5 0 85 0 70 2 60 2 70 2 95 0 70 0 00 1 85 1 80 8 05 7 5

0 50 0 50 0 80 β311 2 30 2 85 0 50 0 77 1 80 1 85

0 55 1 80 21i5 0 50 1 30 1 30 1 511

10 0 0 35 l1 30 1 00 10 0

11 0 1 20 8 711 1 00 l1 0

12 0 0 95 0 55 0 00 12 0

13 0 0 75 0 40 0 65 13 0

14 0 0 80 l1 55 14 0

15 0 0 85 0 45 15 0

18 0 0 511 0 35 16 0

17 0 0 35 0 30 17 0

最小フーム角度 0
°

0
°

l l

°

げ 0
°

1 1 lB
°

最小フーム角度
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“ツ々裂;!T摯子IY橘閣Ⅲ】腎
アウトリガ中蔚t32「l)張出
| | (側方〉  |

え 5
・

ヂ げ 5
'
171 311

査
ず 17

6

2 00 1 511 2 00 2 110 1 50 1 2U

75 11
°
2 00 1 50 2 00 2 00 1 511 1 20

70 0
°
8 00 丹50 2 00 2 00 1 50 1 20

65 0
°

1 85 12 1 50 1 15

60 0
・

1 09 0 34 0 38 0 04 0 78

55 0
°

15 0 98 B l 0 93 O B2 0 65 0 58 l1 56

50 0
°

0 87 0 05 l1 78 0 69 0 43 0,40 0 37

45 0
°
l1 87 0 78 0 85 0 83 57 0 22

0 75 0 70 B 50 0 49 0 45

35 0
°
0 85 0 62 0 35 0 35 l1 32

30 0
°
U bd 0 54 0 52 0_25

25 0
°
0 48 U 4じ

20 0
°
0 41 l1 38

15 0
°
0 35

il1 0
°
0 30

5 0
・
0 25

最小ブ _ 角度 5

●ジブ(5口5m )/アウトリガ使用時

■作動範囲図
※本図はジブ付仕様機のものですが、主ブ

ームの作動範囲は

ジブ無仕様機の作動範囲図を兼ねていま義

5m      10m      15m      20m      25m

作業半径(m ) ロロロロロロロ)

■注意事項

[アウトリガ使用時]

●定格絡荷重|よ、水平堅土上において機体を、水平に設置した状態で転倒荷重の78% を越えない

値に基づくものであり、かつ移動式クレ
ーン構造規格14条における前方安定度も満足する値で、

フックおよび玉掛けワイヤー等の質量を含んでいま曳                 |‐

E コの部分は機械の強度によつて定められ、他は機体の安定によつて定められていま曳  |

フツクの種類 isto n  1 2 7to n

賞 塁

0 作業半径は、フームのたわみを含んだ実際の値に基づいていますので、必す作業半径を基準とし

て作業を行つて下さい。                              |

0 アウトリガ最大張出幅|よ5 1m で、中間褒出幅|よ4 2m 及び3 2rnで曳          |

アウトリガ最小張出幅は1 825m で曳

0 アウトリガ張出状態によって、側方対でのつり上げ性能1よ異なりま曳 従つて各々の張出状態にお

ける定格総荷重で作業を行つて下L_い。前方、後方域でのつり上げ性能は、アウトリガ最大張出

の定格裕荷重で作業を行つて下さい。

的 後方領域

アウトリガ張出状態 中間張出 (4 2m ) 中目張出 (3 2rn ) 最小張出 0 0笛m )

領域 が 5
°

0 補助シーフの定格総荷重rま、ブームの定格総荷重よ馴 Sto n フックの質塁(140kg)を差し] いた

値と等しく、かつ限度を2て700kBとしま曳

0 フームの長さが、規定の長さを越える場合には、規定の長さか、一段上のブームの長さのぃすれ

か、小さい方の定格結荷重で作業を行つて下さい。                 |

0 ジブ作業においては、ブ
ーム角度を基準として行つてください。             

‐

0 ジブ作業を行う場合は、ジブの定格裕荷重より2 7to n フックおよび玉掛けワイヤ
ー等の真曇を差

し引いてください。                                 |

0 ジプを張り出したままでブ千ム作業を行う場合は、主フ
ームの定格総荷重よ馴 8to n フックおよび

玉掛けワイヤー等の質量の他に350k=を差し引いてください。なお、この場合1鶏 助シ
エブは使用し

ないでください。

①定格搭荷重表において空欄となつている部分では、作業を行うことはできません。また、ブ■ムを危

険角度以下に倒しますと無員荷で転倒するおそれもありますので、充分注意してください。

●フックの最小巻掛本数は、ワイヤ
ーロープl本当たり2,700婚を超えない範囲で決定しますよ 各フ

ーム長さに対する標準巻掛本数は下記の通りで曳                  |

ブーム長さ 8 7m ～l1 3m 15 9m ～25 0m ジフ 補動シーフ

使用フツク 16to nフック 2 7to nフツク

巻 掛 数

操作ミスなどによる吊り荷の落下を防ぐため、クレ
ーン作業では自由降下 (フリ

ー

フォール)作業は行わないで下さい。                  |

[アウトリガ不使用時]                         
‐

O 定格総荷重は、水平堅土上においてタイヤの空気圧が規定圧こ かつサスペンションシリンダを最

も縮小にした場合に本機の保証できる最大荷重を示しており、フックおよび玉掛けワイヤ■等の質

量を含んでいま曳 E ヨの部分は機械の強度によつて定められ、他は検体の安定によつて定めら

れていま丸                                      
‐

フックの種類 lSto rl 27to n

質 里 140kg 略 タイヤ規定空気圧 :832k P a  3 0k g f/c □
2

0 作業半径は、ブームのたわみを言んだ実際の値に基づいていますので、必す作業半径を基準とし

て作業を行つて下さい。

0 前方性能と側方性能とでは、定格裕荷重が異なりま曳 前方領域から側方領域へ旋回する場合に

は、過荷重になるおそれがありますので充分注意して下さい。             i

前方領域

オンタイヤ 定置づ9 走行づり

領域α
°

l

0 補助シープの定格務荷重は、主ブームの定精絡荷重よ引Sto nフックの質量(1 40kg)々 差し引い

た値と等しく、かつ限度を2,700kgとしま孔                    it i

O ジブ作業、自由降下作業は行わないでください。                 il l

O 定置づリクレーン作業は、パーキングブレーキを効かせた状態で行つてください。   _ ‐

0 走行づりは、思 、日一切り換えスイッチを回一レンジにして行つてください。       !

0 走行づりは、荷が振れないように地面近ぐこ保持し、2獅/h以下|て 行つてくださしヽ特|ヨ■ナ
ーリ

ンタ急発進、急制動に注意してください。                   _

0 走行づり中には、クレーン作業は行わないでください。               ‐||

O フツクの最小巻掛本数は、ワや 一ローフ1本当たり2 700kgを超えない範囲で決定しまを▲各フ
ーム長さに対する標準巻掛本数は下記の通りであ               

―‐=

単位(トン)

（
Ｅ
ｌ
ｌ
日
日
日
日
地
上
場
程
ｍ

３０ｍ　
　
　
　
　
２５ｍ　　
　
　
　
ｍ

15m

30m

まヽせん。(た) 本図はブ
ームのたわみを含んでt
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最大張出5 ,100

套
聾
豊
函
襲
，
選
ま
Ｅ

最小張出1、825

（嘆
い
と
王
≡∞

(里専)研t
・
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